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CAS とは、創造的思考を伴う芸術などの活動に取り組む「Creativity」（創造性）、健康的なライフスタイルの

実践を促す身体的活動としての「Activity」（活動）、学習に有益であり、かつ無報酬で自発的な交流活動を行

う「Service」（奉仕）の三つの要素から構成されている。生徒は、自分の達成したい目標を考え、それぞれの要

素について活動を行う。その活動は多岐にわたり、個人で行う活動、グループで行う活動、団体と協力して行う活

動等がある。それらの活動を通して、個人として成長するだけでなく、他者との関係における自己を見つめ直し、

他者と協働する意義を再認識する機会ともなっている。また、CAS は、DP（ディプロマプログラム）のコア科目の

一つであり、その中核をなすものと言える。授業以外の様々な場面で、生徒が興味関心のある活動を自ら計画

し、実行、振り返りを行い、一人ひとりが大きな成長を遂げていく一助となっている。 

 

本校では、DP開始前の１年次から CASの準備を始めている。プレ CAS ワークショップという形で、CAS と

は何か、CASの具体的な内容、リスクアセスメント等について学ぶ。また、「CAS体験」として、１年次の夏休みに

グループごとに CAS を計画して実行し、振り返りを行うという取り組みを行っている。このように、１年次の頃から

CAS についての理解を深めておくことで、DP開始時にスムーズに CAS を実践することが可能となっている。 

DP開始後は、各生徒にアドバイザーがつき、月に２回程度ミーティングを行っている。アドバイザーの教員は、

一人につき５名程度の生徒を担当し、公式に行う面談の他に、毎回のミーティングで活動の計画や実施状況、

evidence（活動の証拠となるもの）の提出状況、報告についての確認や相談を行っている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の CAS における特徴の一つに、異年次交流がある。 

まず、１年次の夏に行う「CAS 体験」の振り返りとして、２年次生に向けた報告会を行っている。報告会では、２
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年次生からCAS活動や報告の内容等についてのアドバイスをもらう。この取り組みは、これからCASを行う１年

次の生徒にとって有益であるのはもちろんのこと、CAS を実施している２年次の生徒にとっても自らの計画や活

動、振り返りの仕方について見直す良い機会となっている。 

もう一つ、毎年 12 月に実施している１、２年次と３年次との交流会がある。３年次生が２つのグループに分か

れ、１年次のクラス、２年次のクラスに行き交流を行う。そこでは、３年次生が今まで行ってきた CAS 活動の内容

や、１、２年次生からの相談、アドバイスなどが活発に話し合われる。このような異年次の交流を行うことで、お互

いに様々な刺激をもらい、CAS 活動の意義を再確認する機会とすることができる。 

 

CAS は、自己決定、他者との協働、そして達成感を得ることができるものであり、自己を成長させ、自身のアイ

デンティティの構築を後押しするものと言える。本校では、アドバイザーの教員、他年次の生徒の力を借りながら、

お互いに成長し合う CAS活動を目指している。 


